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閉検定手順に対するショートカット法とグラフィカルアプローチ 

 

 検定の多重性への対処の一つとして、閉検定手順を用いる方法がある。閉検定手順では、

複数の検定のうち一回以上第一種の過誤を起こしてしまう確率である familywise error 

rate (FWER) が名義水準以下に保たれる。閉手順においては、例えば基本仮説の集合が

{  ,   ,   }だった場合、  を棄却するのは  を含む全ての積仮説     ,          

     が棄却された場合のみとなっている。このように、ある部分仮説が棄却されるため

には、それを含意する全ての仮説が棄却されている必要がある。閉検定手順には、Holm法

などの修正 Bonferroni法や、ゲートキーピング法などが含まれる。 

閉手順では、一般的には基本仮説が 個存在する場合  -1 個の仮説について検定を行う

必要があるが、特定の閉検定手順のクラスに対しては、  ではなく のような少ないオー

ダーの検定回数で検定を行うことができるショートカット法が存在する。また、ショート

カット法が構成可能な閉検定手順の中でも特定のクラスは、グラフィカルな表現を用いた

手順によって構成、実行が可能である。本抄読会では、これらのショートカット法、グラ

フィカルアプローチについて、いくつかの検定デザインに適用した例を交えて述べる。 
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